
令和５年９月４日 

報道機関各位 

 

長岡市立栃尾東小学校長  

                              

地域の昔のくらしを再現！ 

栃尾東小が栃尾紬の糸繰りと織り作業を体験 
 

栃尾東小学校の４年生は、栃尾地域に伝わる「栃尾紬※」について学び、伝統を継承

するため、地域のみなさんに協力いただきながら蚕の飼育に挑戦しています。 

これは、自分たちが地域を盛り上げたいという思いから行っているもので、今後は

繭から生糸や織物を制作する予定です。 

このたび、事前学習として「糸繰り」「織り」の見学と体験活動を行います。 

つきましては、下記のとおり概要をお知らせしますので、ぜひ取材くださるようお

願いいたします。 

                                                                                                 

  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

  

 

 

栃尾東小 栃尾紬糸繰り・織り体験活動 
 

１ 日  時  ９月１４日（木） 午前１０時１５分～１１時４５分 

 

２ 場  所  長岡市栃尾産業交流センター アトリエ 

（長岡市栃尾宮沢１７６５番地） 

 

３ 講  師  長岡造形大学 教授 菊池 加代子さん 

市民講座指導者（栃尾在住 養蚕家） 小林 由紀子さん 

長岡造形大学 学生 ２人 

 

４ 内  容  ・栃尾紬についてのお話 

・栃尾紬の糸繰りと織りの工程見学、体験 

 

５ 参 加 者  ４年生児童全員 ４９人、職員 ３人 

 

（問い合わせ：長岡市立栃尾東小学校 教頭 兒玉 ℡：0258-52-1555） 

 

 

 

 

 

※栃尾紬 
 栃尾地域で古くから生産されている絹織物であり、新潟県内の紬産地の中でも最古の歴史があ
るとされている。江戸時代には農家の副業として、栃尾地区のほぼ全域にわたり生産されていた。   

絹特有の光沢があり、しぶく目立たないのが特徴で、凝った趣向と優れた品質が江戸の町人の
間で評判となった。 

 現在では、栃尾紬を生産する企業は１社のみとなっている。 


